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概要　KUARO (九州大学アジア総合研究機構)からの要求をうけ、 「アジアに関する各種情報

の収集、管理、発信」の基盤となることを目的としたオブジェクトDB駆動Webデータベース(KUARO

Database)の設計およびに実装を行った。本論文ではKUARODatabase構築の上でのKUAROからの

詳細な要求事項、それに対する解決法について述べるとともに、 KUARO Databaseの特徴と、その

実装法、実装内容のユーザ評価について触れる。

Abstract At a KUARO's(Kyushu University Asian Research Organization)

request,we designed and implemented the KUARO Database which driving the

Object Database as the base of collection,administration,dispatch of the various

data about Asia.

This paper presents the minute demand from KUARO and a way out of it.And

explain the characteristic,implementation.and evaluation of this database.
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1.はじめに

九州大学アジア総合研究機構

(KUARO)は,九州大学の戦略として,

アジアを軸とした知的交流の活性化,分

野を超えたネットワークを形成するこ

とによる新たな知の構築,アジア総合研

究(学際的研究の柱)の支援などを行っ

ている九州大学内の組織である.

KUAKOでは,アジアに関する各種の

情報の収集,管理,発信ならびに,九州

大学でのアジアを軸としたアジア総合

研究のポータルサイト作りをねらいと

して, KUAKOデータベースの開発と整

備を行いつつある.データベース化され

るデータ項目としては,図1に示すよう

に,アジアを軸とした知的交流の情報

(研究プロジェクト,国,地域,研究者,

研究機閑,研究業績など),九州大学教

官とアジアの研究者との交流に関する

情報(出張記録,海外の研究者の招碑等),

KUAEOそのものの活動に関する情報

(刊行物,イベント等),その他アジア

研究に関連する各種の情報がある.

KUAROデータベースシステムは,

Webと連携していて,ユーザが,直接,

データの検索,登録,更新を行うような

オープンなシステムである.データの登

録,更新は,ユーザ登録をしたユーザが,

自らWebブラウザで行う(データベー

ス管理者の手を煩わせる必要は無い).

データは,公開情報と非公開情報に分か

れる.公開情報は,ユーザがデータを登

録,更新したら即時で公開され, www

ブラウザからの検索ができる(そのため

のデータ検索機能については3章で説

明する).

図1.データベース化すべきデータ項目

非公開情報は,関係者向け情報(海外渡

航者情報の詳細,報告書,申請書)と,

ユーザ登録に関係する情報である.

KUAEOデータベースの目的が,九州

大学教官の研究支援と,九州大からの情

報発信にあることから,いかに質の高い

データを,いかに簡単に(ユーザやデー

タベース管理者に負担をかけずに)整備

するかが, KUAROデータベースの課題

となった.具体的には, KUAEOデータ

ベースシステムの開発において,次の4

つの設計指針を立てた.

1. Webサーバだけでは実現できない

「データベース」ならではの機能を

実現する.具体的には,教官の海外

渡航の記録をデータベース化して

おいて,あとでその統計情報を得る

などの機能である.

2. KUAROデータベースとWebサイト

の管理の手間を軽減するように工

夫する

3.九州大学内の他のWebページへのリ

ンク情報を提供する

4. KUAROデータベースのデータ整備

を促進するために,教官自身がデー
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夕登録を行ってメリットとなるよ

うな機能を組み込む

現状では,データベース運用を始めた

ばかりであるが,今後,データベースの

整備を進め,九州大学の教官への各種サ

ービスの提供を行うとともに,アジアの

拠点大学(ネットワークポイント)との

連携,サイト運営ノウハウの蓄積と公開,

九州大学職員へのrWebサイトの場」の

提供を進めていく予定である.

2. KUAROデータベースシステム権

舵

2. 1　KUARO Webページ構成

KUAEO Web　ページ(URL　は

http:〟www.lyceum.kyushiru.ac.jp )で

は, KUAEOの紹介(概要,目的,機能,

組織など),アジアの拠点大学(ネット

ワークポイント)に関する情報の公開な

どを行うとともに, KUAROデータベー

スと連携したWebページが組み込まれ

ている.具体的には,以下の2種である.

1.データベースの検索,登録,更新を

行うWebページ.現在までに,デ

ータ検索,登録の機能は実装済みで

ある(図2).

2.組織別に整理された情報の公開を

行うWebページ.このWebページ

は,データベース内の組織データか

ら自動的に生成される. Webペー

ジは,部局,部門の単位で階層的に

整理されている.

はじめ,データベース内に登録され

た組織データが一覧表示(図3)さ

れ,組織のひとつを選ぶと,その詳

細情報(下位組織など)が現れる.

図2. Webから使用できる機能

図3.組織データの一覧表示

こうして,リンクの辿りによって,

各部門の情報(各部門のWebペー

ジへのリンクなど)に至る.

2. 2　データ検索

(1 )文字列の部分一致

1つあるいは複数の文字列を与え,文

字列の部分一致による検索を行う.複数

の文字列を与えるときは,ブ-レアン検

秦(and, orの組み合わせ)を行う.
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図4.地図検索画面

図5.出張書類の作成支援

図6.九州大内Webページのインデックス

(2)地図検索

団が関係しているデータ(国外の研究者

や機関.国そのものの情報)では,地図
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を用いた検索に意味がある.地図検索で

は,国による検索と,地域による検索を

考えた.

a.国による検索

地図中で目的の国を探し,地図中のそ

の国をクリックすることにより,その国

の国名を文字列として与えたときの部

分一致検索と同じ検索結果を得る.

b.地域による検索

地域とは,東南アジア,ヨーロッパな

ど,地図上に表示された文字列である.

地域の文字列が書いてあるボタンをク

リックすることにより,その地域に所属

する全ての国の国名を与えた場合の検

索と同じ検索結果を得る.

2. 3　出張書類の作成支援

出張書類の自動生成機能とは,ユーザ

登録している教官が,出張日,出張先,

出張目的などの項目をデータベースに

登録すると,それが「出張記録」として

データベースに保存されるとともに(後

ほどになって,国別,費用別などの統計

をとるのに利用予定),出張書類(マイ

クロソフトWordファイル)にそれらが

自動的に記入されるという機能である.

氏名,所属など,ユーザが登録済みのデ

ータは,自動的に補完される(図5).

これは,教官自身がデータ登録を行って

メリットとなるような機能として実装

した.

2. 4　九州大内Webページのイン

デックス

九州大内のWebページを巡回,ダウ

ンロード,キャッシングを行い,それら

Webページのインデックスを作成する

(図6). KUAROデータベースは,ア



ジアに関する各種の情報の収集,管乳

発信の機能を持つが,同時に,九州大内

のWebページへ入り込むための「入り

口」としても機能する.

2. 5　ユーザ登録とユーザ認証

データペ-スの検索,登録,更新を行

う　Webページから行うが,不正なデー

タ操作を防ぐ(着意のあるユーザなど)

ために,ユーザ登録を行ったユーザのみ

が,これらデータ操作を行える仕組みが

必要である.

ユーザ登録は,あらかじめKUARO

データベースシステムに登録済みのTP

アドレスからのみ行えるように爽装す

る.これは,限られたユーザ(例えば,

九州大の教官,事務官)

図7.ユ-ザ登録のODQL文
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d叫d!*y
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図8.データ登録のODQL文

(例)教官検魂

,..マルチメテ<7" 、役池魚掛L'敬棟..and桟熊

var "ListtProf***or>" xm再ult

図9.データ検索のODQL文

図1 0.ユーザ認証のODQL文

ユーザ登録

以下の項目を入力して金紗1号タンをグル久ノてください
tがついているものは必締入力項目です.
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のみにユーザ登録を制限するためであ

る.ユーザ登録が行われるたびに,デー

タベース管理者に電子メールで自動通

知される.

3.オブジェクトデータベース

Jasmineによる実装

3. 1 ODQL記述

Web上からの各種のデータペ-ス操

作は, Jasmine </) Weblink機能を使っ

て実装した. Weblink機能では,

HTMLファイル内に, ODQL文と呼ば

れるデータペ-ス問い合わせ文を記述

する.ユ-ザ登録,データ登録,データ

検索のODQL文の例を図7から図1 0

に示している.

3. 2　ユーザ登録

ユーザは,Webページのユーザ登録フ

ォ-ム(図1 1)に,以下の項目を入力す

ることによってユーザ登録を完了する.

●　氏名

*　パスワード(文字列)

●　生年月日

●　電話番号

●　住所

●　メールアドレス

●　補助検索時の検索範囲
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図1 2.教官デ-夕入力フォーム
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3. 3　デ-タ登録

データ登録では.ユーザが, Webペー

ジのデータ入力フォームにデータを入

力し,データ確認画面で確認して,登録

を終える.確認画面で間追いに気が付い

た唱合には. IIi人JJ桝It'llt二u->て、テー1-

タの再入力を行うことが可能である.こ

の再入力痢耐ま,以前に入力したデータ

が残っているため,最初から人ノJし直す

よりは手間が少ない(「教官」デ-タの

データ人力フォームを図1 2,データ確

認I由摘iを図1 3,再人jJ画面をI*11 5に

示している).

ユーザがデータを入力すると.必須属

性が全て人JJされたかがシステム側で

チェックされる.必須属性の数は、なる

べく少なくなるようにしている(図1

1).足りない喝合には,再人JJl珂面で

再入力を行うように促される.

3. 4　ユーザ認証

ユーザ認証は,ユーザ登録時にユーザ

が入1]したパスワード,あるいはユーザ

の個人橘幸酎こよって行う.パスワードを

忘れることはしばしばありえるから.個

人情事削こよる認証機能も必要である.

放証

~ヰ‥きき二∴::i
DB

[

パスワードを忘れた堵合

BSE3日目

図1 6.データ登録におけるユーザ認証

l瑚1 7. WWWとデータベースの連携
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ユーザ登録時にユーザ名をC○○kloに保存

検兼画面で(:lx>kieの中*を挟み込み

入力フォームの初期

■l什JFド「一一°一.`1..、...〟

nmt■

蝣am r㌢-こ-　^'

伽一㌢露頭監∋

f翫'' T'r'"*'
>蝣! '

cookI●を使用していないユーザはユーザ名を手動入力

図1 8. Cookieによるユーザの識別

認証に使われる個人情報として,生年月日

と電話番号を使用した.ユーザ認証が必要

になるのは,データ登録のとき,及びデー

タ検索のうち一部の場合である.

(1)データ登録におけるユーザ認

証

データ登録時には,ユーザに氏名の入

力を義務付ける(図16).

(2)データ検索時におけるユーザ

認証

非公開情報に関するデータ検索時に

紘,ユーザ認証が行われる.ユーザの特

定が必要無いので,パスワードあるいは

個人情報の入力のみを義務付ける.

3. 5　　　とデータベースの連携

ユーザが, KUAROデータベース内の

データのみでの検索に満足しないとき

は,ユーザは,同じキーワードを用いて

www上の情報も検索することも可能

である.これを補助検索機能という.棉

助検索機能では,事前に検索対象ページ

(つまり九州大内のWebページ)をダ

ウンロードしておき,これらからインデ

ックスファイルを作成しておく.これは,

KUARO Webページを,九州大内の他

のWebページへの入り口として機能さ

せる.実装には, namazuを用いた(図

17).

補助検索機能は,ユーザ認証と組み合

わせて,ユーザごとに,独自のインデッ

クスファイルを作る機能を持つ.補助枚

索機能の実行では,ユーザ認証を行って

いないユーザに対しては,デフォルトの

インデックスファイル(つまり,九州大

学内インデックスファイル)が使用され,

ユーザ認証を行ったユーザに対しては,

各自が持つインデックスが使用される.

補助検索機能におけるユーザ認証で

は,ユーザに,パスワードあるいは個人

情報の入力のみを義務付ける.ユーザの

識別には, Cookieを用いる.補助検索

画面では, Cookieを使って推定された

ユーザの氏名が表示され,ユーザに確認

してもらう. Cookieによる推定に間違

いがあった場合,またCookieを使用し

ていないユーザの場合は,氏名を入力し

てもらう.

4.現状と今後の課題

KUAEOの要求を解決することで、 Web

データベースとして稼動することは可

能になったが、現段階の　KUAEO

Ddatabaseについてユーザ、管理者の視

点から評価を行った結果、以下のような

解決すべき問題が挙げられた。

(1)修正、削除フォームの作成

現在のKUAEO DBではWeb上からの

データベースへのデータ登録作業が可

能になっているが、登録したデータの変

更や削除についての機能は実装されて
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おらず、一度登録したデータは管理者に

依頼することによってしか修正が行え

ないという問題がある。そこで、新たに

web上からデータの更新、削除を行える

ような機能を追加することで、ユーザへ

のデータ発信、データ収集の効率をいっ

そう高めていく必要がある

(2)入力データの自動修正機能

データを登録する際は、ユーザが入力

した内容をチェックしてエラーがある

と再入力を促すというアプローチを取

っているが、これはユーザにとっては手

間であることが考えられる。そこで、ユ

ーザのデータ登録までの手間を軽減す

る新たな手段として入力されたデータ

を自動的に修正し、登録する機能が必要

になると考えている。これは、電話番号

や年齢、英語氏名のような英数で入力す

る項目に対し、現在のように全角入力が

行われるとエラーを表示するというも

のではなく、データベース側で自動的に

半角への変更をおこない、エラーを出す

ことなく登録を進めようというもので

ある。これによって、ユーザにより快適

なデータ登録作業が提供できると考え

ている。

( 3) KUAEO Webページ構成

現在のKUARO Databaseは、 KUARO

のWebページ(図1 9)からKUARO

DBのWebページ(図20)にアクセス

し、そこからジャンル別データまたは組

織別のデータのページ(図2 1)に移行

した上で、はじめてデータの検索、登録

機能や九大組織データの情報閲覧が可

能となる(図22),つまり、データベ

ース内のデータを参照、管理しようとし

た際に、 KUAROのホームページにアク

セスしたユ-ザはそこから少なくとも

3つのステップを踏む必要があり、これ

もユーザにとってはかなりの手間とな

ることが考えられる。そこで、 Webペー

ジ構成の修正としてKUAROのトップ

ページとKUAEO DBのトップページ

を共存させ、 KUAROにアクセスしたユ

ーザがすぐにデータベースへのアクセ

スを行えるようにしようと考えている。

また、データベースに登録された最新の

イベント情報などをトップページに表

示することで、重要な情報はトップペー

ジから取得できるようにする。

図1 9. KUARO Webページのサイトマップ

図20. KUARO DBのサイトマップ

～　　　　　　　　‥
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ジャンル別の情報

mma玩

臥地域楕報検溌

フロジェクト綴熊

研究教帝機関根来

文魯検索

KUARO情報横糸

組織別の情報

九大の各組織毎の鳩報

図2 1. KUARODBのぺ-ジ構成
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図2 2. KUARODBで使用できる機能

5.おわりに

KUARO Webページはデータベー

スのデータを用いて構成している.これ

は,データベ-スの内容が変更されれば,

ページの構成も自動的に更新されるこ

とを意味する,

デ-タベースの操作は, Jasmineの

ODQLで行うが, ODQL文は, HTML

ファイルの中に埋め込まれていて,ユーー

ザの目には見えない.

今後は,英醇版の開発(現在Webぺ

3」は恩田毘CD*). T-^^-XOcp

身の盤億,システム全体の評価と改良を

行った上で、現在仮運用中のKUARO

DBを本学を代表するアジアへの情報発

信基盤として本格運営していけるような

ものにしていきたい。

-98-


